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【目的】緑茶に含まれるカテキン（teacatechins：TC）

が抗酸化、血圧低下、および血糖低下などの各種生

理作用を有することはよく知られている。一方で最

近、TCを長期間摂取すると体脂肪が低減することが

明らかとなり、現在TC摂取による脂質代謝への影

弓削三っい▼て研究が行われている。また、TC摂取によ

る持久性運動能力への影響について興味深い実験デ

ータがここト2年の間に報告されてきた。Muraseet

al．（2005，2006）は、マウスを用いて10週間のスイミ

ングまたはランニングによる持久性トレーニング

（endurancetraining：ET）を行い、その期間中のTC

摂取が疲労国債までの運動時間にどのような影響を

及ぼすかを検証した。その結果、10週間のET後、

ETのみの群と比較してET＋TC摂取群では、運動時

間がそれぞれ24％または30％有意に増加した（＝持

久性運動能力の向上）。さらに、運動中の呼吸交換比

（respiratoryexchangeratio：RER）の低下、筋グリコ

ーゲン利用の減少、および運動終了直後の血中遊離

脂肪酸（丘ee伽yacid：FFA）濃度の増加や血中乳酸

濃度の低下が観察されたことから、TC摂取による疲

労困億までの運動時間の延長は、糖質利用の節約と

脂質利用の増加に起因するのではないかと推察して

いる。しかし、ヒトにおいて、TC摂取によって持久

性運動能力が向上するか否かについては明らかにさ

れていない。そこで本研究では、ET期間中のTC摂

取が、一一一⊥）…最大持久性運動一能、一一2－主長時間－，一最大下

運動中の脂質酸化にどのような影響を及ぼすかにつ

いて、成人男性を対象として検証した。

【方法】被験者は成人男性14名（年齢，23y；身長，

169cm；体重，66．1kg（平均値，以下同様））・とし、無

作為にプラセボ（placebo：PLA）群（N＝7；最大酸

素摂取量（Vo2peak）＝49・1；換気開催（VT）＝29．3in

ml・kg，1・min－1）とTC群（N＝7；Vb2，eak＝51．4；VT＝

30．9）に割り付けた。実験期間は10週間であった。

ETとTC摂取の効果を評価するため、その前後にお

いて自転車エルゴメータを用いて漸増負荷運動試験

と長時間・最大下運動試験（～55％pretrainingV02peak

強度で90分間、呼気ガス分析、血液分析）を行った。

ETは60％Ⅶ2。。ak強度、1回60分、週3回、自転
車エルゴメータを用いて10週間行った。この期間中、

被験者は各試験飲料（PLA群：OmgTC／340ml；TC群：

584mgTC／340ml；両群ともカフェイン80mgを含

む）を1日1本摂取した（doubleblind）。また、被験

者の栄養摂取状態を把握するため、1ケ月に1度、3

日間連続でデジタルカメラと記録紙による食事調査

を実施し、管理栄養士により栄養成分の分析を行っ

た。統計解析はP＜0．05で有意差があるとした。

【結果】（1）Vb2p。akは、ET後PLA群で15・7％、TC
群で16．0％有意に増加した。この増加量は両群間で

有意差がなかった。VTは、ET後PLA群で26．0％、

TC群で24．1％有意に増加した。この増加量も両群間

で有意差はなかった。（2）ET後、PLA群のRER

は運動開始45分までET前より～0．042だけ有意に低

下したが、45分以降変化はみられなかった。一方、

ET後TC群では、運動終了時まで～0．055だけ有意に

低下した。運動中の脂質酸化の割合（％エネルギー

消費量）は、ET前と比較して、ET後PLA群で49．1％

から53．7％へ（＋4．6％）、TC群で47．3％から57．9％

へ（＋10．6％）有意に増加した。その増加率は約2倍

程度PLA群よりTC群で大きかった。また、運動中

の血祭グリセロール濃度（脂肪組織の脂肪分解反応

の指標）と血清汗A濃度は、ET後の運動後半にお

いで両群で同じ程度低下する傾向がみられた。‾

【結論】成人男性がET期間中にTC（584mgTC／340

ml）を毎日摂取すると、1）最大持久性運動能（C．g．，

ヽb2。eak，VT）の増加が促進されない、2）長時間・最

大下運動後半における脂質酸化の割合が明らかに増

加する、3）その脂質酸化の割合の増加は脂肪組織

における脂肪分解反応の促進に起因しない、の3点

が明らかとなった。したがって、長期間のTC摂取

によってエネルギー利用の割合が脂質優位となり

（＝糖質利用の節約）、長時間・最大下運動時のパ

フォーマンスが向上する可能性があることが強く示

唆された。
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